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ノーステック財団のご紹介
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ノーステック財団の主な活動
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2030ビジョン ～2030年北海道のあるべき姿に向けて～



（2023年度の主な取組み）
ⅠⅠ イノベーション創出に向けた⼈材・技術シーズの発掘と育成

研究開発助成事業から得られた研究者や研究開発型企業とのネットワークを活⽤して、若⼿研究者等のシーズと企業ニーズのマッ
チング機会を強化し、事業化や地域課題解決への展開につながる新たな研究開発プロジェクトの創出に努めた。

ⅡⅡ バイオ・ヘルスケア産業の育成・創出
超⾼齢社会において成⻑が期待されている健康・医療分野への新規参⼊や、新製品・新サービスの開発を⽀援するとともに、⾼度

な専⾨⽀援⼈材の活⽤を強化し、事業化や販路拡⼤に向けた具体的な課題解決を⽀援した。

ⅢⅢ ものづくり産業の育成と集積
道内企業の⽣産性向上を強⼒に⽀援するため2022年度に⽴ち上げた「北海道DX推進協働体」の機能を最⼤限に活⽤し、DX化、サ

イバーセキュリティ対策など伴⾛型⽀援とDX推進のモデル企業創出に取り組んだ。
また、道内ものづくり企業の新技術・新製品開発⽀援にも注⼒し、新たなビジネスチャンスの拡⼤や航空機産業などの新分野への

参⼊⽀援等を⾏った。
地域の⼀次産品を活⽤した付加価値の⾼い新商品開発については、商品企画・開発・販売までの⼀貫したサポート体制「HOFOO

プロジェクト」を⽴上げ、企業⽀援を⾏うとともに、⾷品産業クラスターの形成に向けたモデルグループ作りに取り組んだ。

ⅣⅣ 持続可能で強靱な北海道産業の創出
「ゼロカーボン北海道」の実現に向けて、北⼤キャンパスをフィールドとした実証事業として、電気と熱を統合制御するシステム

や⾃動運転技術の導⼊・普及に向けた調査・検討を⾏った。また、道内半導体産業の発展に向けた⽀援として、⼈材育成や取引活性
化に関する事業に取り組んだ。
幌延地圏環境研究所では、第3期⻑期計画に基づき「地層内の未利⽤物質のバイオメタン化に関する実⽤化研究」や「ヨウ素など未

利⽤有⽤資源の探索」を重点的に実施した。

ⅤⅤ 地域✕テクノロジーを⽀える共創基盤の構築
経済産業省の産学融合拠点創出事業「チャレンジフィールド北海道」において、地域課題解決に向けたプロジェクトの構築と産学

融合の新しい仕組みづくりに取り組んだ。
また、北海道内の⼤学等が中⼼となり活動している起業⽀援プラットフォーム「HSFC（エイチフォース）」に参画しながら、研

究シーズを基盤としたスタートアップ創出に向けた⽀援を⾏った。

2023年度総事業費 約898百万円（2022年度決算 約778百万円）

2023年度の道内経済は、国内外からの観光客が回復するなど明るい兆しが⾒え始めてきたが、物価
の⾼騰や労働⼒不⾜なども重なり、道内の事業者は厳しい状況が続いた。
⼀⽅で、ラピダス社による次世代半導体⼯場の建設、再⽣可能エネルギーの導⼊拡⼤やGXの動き

などが活発化し、北海道経済の成⻑に向けたチャンスが芽⽣えた⼀年でもあった。

ノーステック財団では、課題解決と経済発展を両⽴し、豊かさを実感できる北海道の実現に向けた
「2030ビジョン」を策定し、アクションプランの5つの取り組みに基づき事業を進めている。

2023年度は、従来から取り組んでいる研究開発⽀援事業や⾷品産業クラスター形成に向けた取組を
強化するとともに、道内企業の⽣産性向上を図るためのDX化・ロボット導⼊等に向けた伴⾛⽀援、ゼ
ロカーボン北海道に向けたモデル実証、チャレンジフィールド北海道、半導体⼈材育成などを柱に
PDCAサイクルを確認しながら総事業費 8.98億円の各種事業を実施した。

2030ビジョン「アクションプランの5つの取組み」
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2023年度の主な事業



（北海道補助、札幌市補助、⾃主）

（1）イノベーション創出研究⽀援事業（北海道補助及び⾃主事業）

スタートアップ研究補助⾦ （応募35件、採択13件 2,600万円）
北海道内での事業化に向けた先導的な技術シーズ創出を⽬指す研究開発を⽀援

発展・橋渡し研究補助⾦ （応募19件、採択5件 1,999万円）
産学の共同研究成果等を活⽤して北海道内での事業化を⽬指す研究開発を⽀援

（2）札幌バイオシーズ事業化⽀援事業 （札幌市補助）

事業化⽀援補助⾦ （応募19件、採択6件 1,712万円）
札幌市内の企業と道内研究機関が共同して⾏う健康・医療・バイオ分野の研究開発の事業化を⽀援
事業化⽀援補助⾦ 補助⾦額︓300万円

研究成果展開補助⾦ 補助⾦額︓400万円

産学連携創出補助⾦ 補助⾦額︓200万円

産学共同研究の事業化⽀援

（1）若⼿研究⼈材・ネットワーク育成事業（札幌市補助及び⾃主事業）

タレント補助⾦ （応募93件、採択30件 1,200万円）
若⼿研究者の地域振興や産業の発展に資する独創的な研究開発を⽀援

若⼿研究者（40歳以下）の⽀援

タレント補助⾦ 補助⾦額︓ 40万円

⼤学等の研究機関で⽣み出されている研究成果（研究シーズ）を発掘・育成し、地域企業
と連携したプロジェクトを創出・推進することを⽬的に、若⼿研究者及び産学共同研究
チームに対して、総額7,511万円の研究費を助成した。

企
業
・
⼤
学
対
象

⼤
学
等
対
象

シーズ育成段階 実用化開発段階

事業化・
スタートアップ創出

国などの事業獲得へ

基礎的研究段階

【札幌バイオシーズ事業化事業】
事業化⽀援補助⾦
限度額／300万円

【イノベーション創出研究⽀援事業】
研究成果展開補助⾦
限度額／400万円

産学連携創出補助⾦
限度額／200万円

産学共同研究の事業化展開をサポート

若⼿研究者の独創的研究をサポート

若⼿研究⼈材・ネットワーク
育成補助⾦

限度額／40万円

【若⼿研究⼈材育成事業】

3０件

1３件 5件

6件

経産省 Go-Tecｈ事業

JST A-Step
NEDO公募事業

【産学連携研究成果展開事業】
専⾨家派遣・市場調査
事業性評価など

課題解決の側⾯サポート

事業化プロジェクトの創出・
運営管理をサポート

AMED公募事業 など

（事業体系図）
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イノベーション創出に向けた人材・技術シーズの発掘と育成

研究開発助成事業



北海道を主な拠点として、本道の発展に寄与する科学技術上の優れた発明・研究
を⾏う、今後の活躍が期待される若⼿研究者を北海道が表彰（５名／年）
・2013年度の本賞創設以来、研究開発助成事業において優秀な研究成果を創出した若⼿
研究者を毎年度1名推薦し、これまでの11年間で11名受賞

・本賞の全受賞者55名中、約半数の27名が研究開発助成事業による⽀援者

北海道科学技術奨励賞の推薦

＜研究開発⽀援のフォローアップ＞
若⼿研究者交流会
若⼿研究者とのネットワーク形成に向け、研究開発助成で採択した若⼿研究者を参集して
交流会を開催し、研究者間の交流・連携を促進

・2023年9⽉28⽇ 参加者︓研究者30名のほか研究⽀援者

室蘭⼯業⼤学 ⼤学院⼯学研究科
助教 泉 佑太 ⽒

北海道⼤学⼤学院情報科学研究院
准教授 坂本 ⼤介 ⽒

北海道⼤学⼤学院情報科学研究院 准教授 坂本 ⼤介 ⽒
「「誰⼀⼈取り残さない」デジタル社会の実現に向けたユーザインタフェースの研究開発」

【2023年度 北海道科学技術奨励賞 受賞者】 ノーステック財団から推薦

【第15回（2023年度）理事⻑賞 受賞者】
室蘭⼯業⼤学 ⼤学院⼯学研究科 助教 泉 佑太 ⽒
「合成開⼝レーダを搭載したドローンリモートセンシングの研究開発」

若⼿研究者交流会
若⼿研究⼈材・ネットワーク育成事業（ノースタレント補助⾦）の採択者から、特に独創的
な提案（１件）に理事⻑賞を贈呈（研究奨励⾦30万円）

理事⻑賞の贈呈

研究開発成果の発表等
◆2021年度採択テーマ︓54件

論⽂等掲載件数︓延べ32件、学会等発表件数︓延べ75件
特許出願件数︓13件（うち4件登録済み）、特許出願予定件数︓7件

※フォローアップ調査（対象︓前々年度採択案件、毎年度実施）から集計

＜⽀援事例＞

【産学共同研究】

化学農薬に代わる、効果的で環境負荷の低い⾰新的な
害⾍防除技術の実現
ブドウ栽培に加えて、有機栽培 (⼩⻨、⼤⾖等)に展開する
ことで、北海道の⼀次産業活性化を図る

○抗酸化物質によるワイン⽤ブドウ害⾍の低環境負荷防除法の開発
産業技術総合研究所 研究グループ⻑ 菊池 義智 ⽒ ／北海道ワイン㈱・北海道⼤学⼤学院農学研究院

独⾃に発⾒した昆⾍の気管形成・硬化の仕組みに着⽬し、
抗酸化物質を⽤いた新規害⾍防除体系を構築する

【若⼿研究者】

昆虫の呼吸器官の
形成阻害イメージ

若⼿研究⼈材・ネットワーク育成事業【タレント補助⾦】

イノベーション創出研究⽀援事業【産学連携創出補助⾦】

○⽣体⾻模倣による柔軟な⾼エネルギ吸収性樹脂多孔質材の開発
北海道⼤学⼤学院⼯学研究院 助教 ⼭⽥ 悟史 ⽒

独⾃に開発した海綿⾻模倣構造を樹脂材料に応⽤することで、
通気性が⾼く柔軟で⾼いエネルギ吸収能を有する、新しい樹
脂多孔質材を開発する

衝撃負荷時の最⼤負荷や最⼤変形量を抑制できる特性を有する
ため、転倒時等の⾝体保護材としての利⽤が可能
部位毎に、体積密度や内部構造を変更できるため、パーソナライズ化
された⾼付加価値製品への展開が期待できる
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特定ものづくり基盤技術の⾼度化に向けて研究開発
等を⾏う、中⼩企業者等を中⼼とした共同体対 象 者

●中⼩企業者等︓2/3以内
●⼤学・公設試等︓定額（補助⾦総額の1/3以下。
事業管理機関として参加の場合に限り定額（補助率
2/3以内を適⽤する場合あり))

補 助 率

2年度⼜は3年度事 業 期 間

●単年度あたり4,500万円以下
●2年間合計で7,500万円以下
●3年間合計で9,750万円以下

補助上限額

１．事業概要 ２．事業イメージ

20232022202120202019年 度

4（7）3（4）0（2）1（6）2（5）獲得件数

企業相談
提案作成
課題整理
体制作り

採 択 事業管理・推進 フォロー⽀援 事業化︕

財団の取組み

※旧サポイン事業を含む

（経済産業省補助）

ノーステック財団のGo-Tech事業獲得（実施）件数※
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中⼩企業等が⼤学・公設試等と連携して⾏う、ものづくり基盤技術の⾼度化につながる研究
開発やその事業化に向けた取組を最⼤3年間⽀援するものであり、2023年度は新規4件獲得
し、継続3件と合わせ7件実施した。（最⼤3年間・合計9,750万円）

（⾃主）
⽀援内容相談者 × 専⾨家

販売するデバイスの海外販路拡⼤に向けた伴⾛
型マーケティング調査①ライラックファーマ(株) × (株)サンインタナショナル

ワイン製造残渣(微粉末)の⾼付加価値化のため
のレシピ開発②北海道ワイン(株) × 下國 伸シェフ

産学連携成果である「種⼦の多層ポリマーコー
ティング技術」の事業化・起業に向けた伴⾛⽀援

③北⾒⼯業⼤学 浪越准教授
× (株)DRIVE Incubation 藤間⽒

⾼専⽣が考案する⾺油新製品の特許性評価、
知的財産権の管理・取扱に関する助⾔

④北海道純⾺油本舗(株) ・ 旭川⾼専
× 佐川慎悟国際特許事務所

複数の補助事業を進める上での業務効率化およ
び経理・財務業務体制の構築に関する助⾔⑤遠友ファーマ(株) × さつきアドバイザリー(株)

ベンチャーキャピタリストによる資本政策の策定に
関するスポットコンサルティング⑥遠友ファーマ(株) × ＭＶＰ(株)

2023年度⽀援実績

企業（北海道純⾺油本舗㈱）の課題解
決をテーマにした⾼専⽣の取り組み
（新規化粧品の開発）

産学連携による課題解決商品の知財相談（侵害・特許化）を⽀援

⽀援事例④︓知的財産コンサルティング

北海道⼤学の技術シーズ
（ナノ粒⼦製造技術）を展開する
スタートアップ
産学連携で開発したナノ粒⼦製造装置（研究⽤機器）の海外販路開拓を⽀援

⽀援事例①︓マーケティング⽀援

専⾨家︓理化学機器・分析機器の
輸出展開コンサルティング⼈材

専⾨家︓化学・バイオ系技術に強い
道内特許事務所の弁理⼠

課題選定

事業化
体制

競争

優位性

研究

成果

知財ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ 知財戦略・事業戦略構築
市場動向調査 研究開発戦略・販路開拓
事業ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ 事業戦略策定
専⾨家派遣 技術課題解決

専⾨家を活⽤した側⾯⽀援（ハンズオン⽀援）

産学連携研究成果の事業化に向けた展開や、
⼤学発スタートアップの成⻑促進を⽬的に、
専⾨家を派遣し、具体的な課題解決を⽀援
した。

研究開発成果の展開をフォローアップ
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産学連携研究成果展開事業

成長型中小企業等研究開発支援事業（Go-Tech 事業）



「安全かつ安価で⾼推⼒な宇宙機⽤に亜酸化窒素を⽤いるハイブリッド化学推進系の開発」
⼩型宇宙機の開発にあたり、既存技術である液体推進系は、毒性・爆発性を伴うことから安全⾯で課題が残る。そこで本開発では、
ハイブリッド化学推進技術を応⽤することで、爆発のリスクがなく、安全かつ安価で⾼推⼒な推進系を開発する。

実施期間︓2023〜2025年度

本提案の安全かつ⾼推⼒の推進

＜新規事例２＞

既存の液体推進が危険

4
4

3

N2H4

電気推進が超低推⼒

爆発性毒性

某企業のイオン推進︓
化学推進の10,000分の1

0
0

0

安全な燃料 安全な酸化剤

2
0

0

危険な液体推進と同程度の推⼒

⼩型宇宙機⽤推進系 実⽤化イメージ

DARUMA-Nano
1~10kg級 CubeSat⽤

DARUMA-Micro
50kg級衛星⽤

DARUMA-Mini
100~200kg級衛星⽤

使 ⽤ ⽤ 途 ︓地球脱出、軌道修正、
軌道投⼊、軌道離脱

燃 料 ︓HDPE
（⾼密度ポリエチレン）

酸 化 剤 ︓N2O（亜酸化窒素）

研究開発実施体制（コンソーシアム）

アドバイザー︓JAXA・船瀬教授、
東京都⽴⼤学・江副准教授

ノーステック財団 Letara (株)

北海道⼤学永⽥研究室

（ 事業管理機関 ） 【 研究等実施機関 】

「AI適応型運⾏モード組み換え技術の開発」
少⼦⾼齢化による⼈⼝減少の中、地域の公共交通の維持・交通難⺠の解消は、⽇本中どの地域でも喫緊の課題となっている。
地域の多様な実情やニーズ・条件に応じた交通サービスの実現に向けて、本開発では、公共交通の運⽤形態を柔軟化する、
AI オンデマンド交通を中⼼とした運⾏組み合わせ技術の確⽴を⽬指す。 実施期間︓2023〜2025年度

＜新規事例１＞

研究開発実施体制（コンソーシアム）

アドバイザー︓コミタクモビリティサービス、
函館バス、名古屋⼤学、
公⽴はこだて未来⼤学

ノーステック財団 (株)未来シェア

北海道⼤学野⽥研究室

（ 事業管理機関 ） 【 研究等実施機関 】

精密シミュレーションによる
正確な予測と確度の⾼い改善

事業イメージ
AI オンデマンド交通によるサービスイメージ
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制御装置
センサー

導波棒

アタッチメント
（ソケット） ⼊⼒⽤ハンマ

「⾞両、橋梁等に⽤いるボルト・ナットの締結度検査装置の研究開発」
⼤型⾞の⾞輪脱落事故は歩⾏者を巻き込む重⼤事故につながりやすく、国⼟交通省から注意喚起や、ねじ⽌め規格の⾒直しを要請
しているが、事故発⽣件数の増加に⻭⽌めはかかっていない。本開発では、⾞輪の脱落原因である「ボルト・ナットのゆるみ」を
定量的に測定する装置を開発し、運送業界や橋梁等への普及を⽬指す。 実施期間︓2023〜2025年度

＜新規事例４＞

打⾳波形分析による
正確な締結度の測定能⼒

普及イメージ

導波体を⽤いた検査技術の普及イメージ

研究開発実施体制（コンソーシアム）

アドバイザー︓
UDトラックス道東・
安全⾃動⾞・只⽯組・
イシイ機械リース

ノーステック財団 ⽇東建設(株)

（ 事業管理機関 ） 【 研究等実施機関 】

アプライドリサーチ(株)

（公⽴）富⼭県⽴⼤学

現状︓⾦づちによる打⾳検査 検査員の主観で判断
≒精度不明 基準不明 データが残らない

開発装置の構造イメージ
打⾳検査から⾼精度な導波体ハンマ測定へ
≒精度向上 検査実施データが記録

汎⽤AD変換器
マイコン
電源

LEDランプ等
判定結果をユーザーに知らせる

圧電素⼦

配線

キャップ

トラック、バス等の⼤型⾞輌は
全国で６２０万台以上が運⽤中
→全⾞が販売先になり得る。

⼤型橋梁︓全国に１４万橋 道路標識︓全国に９７７万本 など
関連する市場は多岐に渡る。
→⼿作業で打⾳検査が実施されている市場への参⼊を⽬指す。

技術の応⽤

世界初となる無機ポリマー医薬品の
⼤量供給が可能

IBDの根本治療を実現
臨床試験後、製薬企業へライセンス導出を計画
→IBD以外の疾患にも適⽤範囲を広げていく

「酵素改良による無機ポリマー医薬品原料の⼤量合成法の開発」
最も患者数の多い難病である炎症性腸疾患（IBD）の新規治療薬として、旭川医科⼤学の技術シーズをもとにカムイファーマ(株)
が研究開発を進める世界発となる「無機ポリマー医薬品」の製造⽅法を最適化することにより⽣産性が向上し、低コストかつ商業
的な⽣産レベルに対応できる原薬製造⼯程を確⽴する。 実施期間︓2023〜2024年度

＜新規事例３＞

研究開発実施体制（コンソーシアム）

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ︓三菱UFJｷｬﾋﾟﾀﾙ、ﾛｼｭﾀﾞｲｱｸﾞﾉｽﾃｨｸｽ
北⼤・松⽥教授

ノーステック財団 カムイファーマ(株)

藤⾕教授

（ 事業管理機関 ） 【 研究等実施機関 】

低コスト化
生産性向上
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（札幌市補助）

（1）感染症対策医療・予防関連開発補助⾦
【概要】
感染症の治療や予防において、将来的な事業化を⽬指す
医療機関等のニーズに合った新たな技術・製品の開発等を
⽀援
【補助額】

15,000千円（補助率︓2/3）
【採択企業】2社

(株)イーベック
五稜化薬(株)

（2）デジタルヘルス事業化⽀援補助⾦
【概要】
ヘルスケア・医療・バイオ分野において、デジタル技術を活⽤した
技術・製品開発等を⽀援
【補助額】

4,756千円（補助率︓2/3）
【採択企業】2社

HILO(株)
(同)Gomes Company

（3）予防医療産業応⽤検証補助⾦
【概要】
予防医療関連産業の活性化を⽬指し、北海道⼤学病院
のパーソナルヘルスセンターと連携した事業実施を⽀援
【補助額】

9,670千円（補助率︓2/3、1/2）
【採択企業】4社

(株)Zene、(株)アミノアップ
(株)ミルウス
NECソリューションイノベータ(株)

先端研究産業応⽤検証事業

医療連携開発⽀援事業
医療機関ニーズ対応型開発補助⾦
【概要】
医療機関等の現場従事者と札幌市内の企業が連携した製
品開発による医療現場のニーズや課題解決を⽀援
【補助額】

4,280千円（補助率︓10/10）
【採択企業】5社
エア・ウォーター・ライフサポート(株)
(株)キシブル、北海道ポラコン(株)
(株)サンクレエ、(株)さくらコミュニティサービス

バイオ・ヘルスケア産業の発展を促すことを⽬的に、医療ニーズに応じた先端的な取組みや、
医療現場の具体的な課題解決に資するIT・ものづくり企業の製品開発の取り組みを⽀援した。

医療系IT・ものづくり
産業支援事業

（展示商談会等参加支援事業）

＜国内外の展示会出展
・マッチングイベント

参加支援＞

ＩＴ・ものづくり企業等の新規参⼊

バイオ系スタートアップの成⻑促進

研究・技術開発 事業化・課題解決試作実証・評価
販路開拓

アライアンス強化

札幌バイオアドバイザー活用事業
＜スタートアップへの伴走支援＞

医療連携開発支援事業
＜補助金＞

機能性食品開発支援事業
＜商品開発・人材育成支援＞

健康・医療分野新規参入支援事業
＜セミナー・産学連携交流会＞

先端研究産業応用検証事業

(1)感染症対策医療・予防関連
開発＜補助金＞

(2)デジタルヘルス事業化支援
＜補助金＞

(3)予防医療産業応用検証
＜補助金＞

新規参⼊企業・スタートアップの課題解決⽀援
新事業創出に向けた研究開発⽀援
＜補助⾦＞

ヘルスケア関連産業
デジタル技術等活用促進事業
＜新規参入研修会

・アドバイザ－派遣＞

（事業体系図）
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（札幌市補助）

（1）交流会イベント︓研究・技術シーズの社会実装に向けて
【開催⽬的】
バイオ・ヘルスケア・医療・ライフサイエンス分野における、研究・技術シーズの事業化・社会実装に向けた
起業マインドの醸成、⼤学・研究機関等の研究者と企業の産学連携促進
【実施内容】
■基調講演︓(株)イーベック 代表取締役社⻑ ⼟井 尚⼈⽒
■社会実装に向けた活動企業︓HILO(株) 代表取締役 天野 ⿇穂⽒

(株)サンクレエ 代表取締役 森 正⼈⽒
■研究者のシーズ/ニーズ発表︓５名
①「体液検査によるがん診断デバイスの開発と実装」 北海道⼤学 ⿓崎 奏⽒
②「免疫統合プロファイル分類に主眼を置いた病理画像AIスクリーニングアルゴリズムの構築」 札幌医科⼤学 真⾥⾕ 奨⽒
③「単純写真による関節疾患評価⽀援ソフトウエアの紹介」 北海道⼤学 神島 保⽒
④「ポリマーコーティング種⼦による秋播き栽培法の開発」 北⾒⼯業⼤学 浪越 毅⽒
⑤「においのデジタル化と⽣体化学情報の収集」 北海道⼤学 ⻑島 ⼀樹⽒ 【参加者数】７２名

（2）企業に求める産学連携ニーズ発表会
【開催⽬的】
北海道内の研究者と企業の産学連携による新規事業創出
【実施内容】
■産学連携ニーズ発表（オンライン）︓５名
①「タモギタケ菌⽷発酵⼤⾖を利⽤した機能性⾷品素材の開発」 北⾒⼯業⼤学 佐藤利次⽒
②「Flow energeticsの応⽤を⽬指したソフトウェア開発」 旭川医科⼤学 岡 秀治⽒
③「オルガノイド超⾳波検査を達成するゲル性緩衝材の開発」 北海道⼤学 ⽥村 彰吾⽒
④「Mixed Reality技術を⽤いた次世代型遠隔遺伝カウンセリング⼿法の社会実装を⽬指して」 札幌医科⼤学 真⾥⾕ 奨⽒
⑤「匂いのDX化を実現する⼈⼯嗅覚センサの開発」 北海道⼤学 ⻑島 ⼀樹⽒ 【参加者数】４６名

健康・医療分野における新規事業創出を⽬指す企業に対して、新規参⼊のきっかけや課題
解決につながる⼈材交流、専⾨知識の習得の機会を提供した。

（札幌市補助）

【採択企
業】
㈱ダット
ジャパン
㈱キシブル

北海道ポラコン(株)が札幌医科⼤学附属病院のニーズに対応して製品開発
【取組】
CT・MRI撮影中における患者負担軽減を⽬的に、安定した拳上姿勢が取れる
腕⽀持器具の開発に向け、複数の技師の意⾒及び患者評価をもとに試作品の開発・改良を実施
【成果】
特許出願済、札幌医科⼤学附属病院で試⽤
【今後】
①最終仕様を決定し意匠出願、②医療機関への試⽤サンプル製作・提供

2024年度「国際モダンホスピタルショウ(東京)」へ出展

ＣＴ・ＭＲＩ検査時の腕⽀持器具の開発
＜⽀援事例＞医療機関ニーズ対応型開発補助⾦

(株)Zeneが北海道⼤学病院のパーソナルヘルスセンターと連携し開発
【取組】
唾液ベースのゲノム解析サービス「Zene360」とパーソナルヘルスセンターにおけるシステム連携および
「2型糖尿病」レポートをもとにした新たな解析レポートの作成、採⾎による新しいタイプの検査⽅法の試験
【成果】
Zene360による「認知症」・「⾼⾎圧症」の新たな解析レポートを作成
【今後】
本事業を⽇本全国へ拡⼤させることを⽬指し、北海道発の先進的な予防事業として発信予定

2024年度「国際モダンホスピタルショウ(東京)」へ出展

⾼精度ゲノム解析を使った、新たな検診センター向け解析レポートの開発
＜⽀援事例＞予防医療産業応⽤検証補助⾦

健康・医療分野新規参入支援事業
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（札幌市補助）

【国内展⽰会】札幌市内のIT･ものづくり企業の健康・医療関連産業への新規参⼊、新事業展開を促進
するため、⾸都圏での展⽰会への出展を⽀援

第6回 病院EXPO 東京
2023年10⽉11⽇〜13⽇ ＠幕張メッセ
出展企業︓8社 (株)ミルウス、(株)キシブル、(株)ロケットスタジオ、(株)サンクレエ、(株)ルシファ、
(株)メディカルプロジェクト、(有)北海化成⼯業所、 (株)プリズム・メディカル
商談件数︓64件（ブース訪問者480名）
来場者数︓16,016名

商談件数(合計)出展企業展⽰会概要

41件(株)エヌビィー健康研究所、五稜化薬(株)2023 BIO International Convention（リアル）

35件(株)エヌビィー健康研究所、五稜化薬(株) 、(株)イーベックBIO-Europe2023（リアル／オンライン）

29件(株)エヌビィー健康研究所、五稜化薬(株) 、HILO (株)Biotech Showcase 2024（リアル／オンライン）

44件(株)エヌビィー健康研究所、五稜化薬(株)BIO-EUROPE SPRING（リアル）

国内2件・海外4件の展⽰会商談件数 合計:307件

【海外展⽰会】札幌市内のバイオ関連企業の販路拡⼤、海外の製薬企業等とのライセンス契約、技術
提携を促進するため、海外商談会への出展を⽀援

Care Show Japan 2024 ※北海道と共同出展
2024年2⽉20⽇〜22⽇ ＠東京ビッグサイト
出展企業︓8社 (株)キメラ、(株)ジェイマックシステム、(株)デジック、(株)アビサル・ジャパン、

(株) NEXT INNOVATION 、 (NPO法⼈)カムイ⼤雪バリアフリー研究所、
ボーダレス・ビジョン(株) 、 (有)北海化成⼯業所

商談件数︓94件（ブース訪問者2,261名）
来場者数︓10,593名

健康・医療分野へ参⼊するIT・ものづくり企業等やバイオ系スタートアップ企業の技術導⼊、
販路拡⼤を⽬的に、展⽰商談会への参加を⽀援した。

（札幌市補助）

■アドバイザーとのセッション、相談会

（3）海外展開⽀援相談会（2）研究成果の社会実装相談会（1）バイオヘルスケア壁打ちセッション

海外展開に必要な情報の提供
【対象】札幌市内企業や起業予定

者、研究者

研究成果の事業化・社会実装に必
要な考え⽅、課題抽出・解決の道筋
の提案
【対象】研究者、起業を志す学⽣

事業課題の抽出、事業計画のブラッ
シュアップ
【対象】札幌市内企業や起業予定者

⽬的

6名（うち、オンライン⾯談4名）4名4名参加者数

Kievit Scientific LLC
星場 勉 ⽒

(株) Newsight Tech Angels ⿊⽥ 垂歩 ⽒
⼤鵬イノベーションズ(同) 下村 俊泰 ⽒、森 ⽂隆 ⽒

Beyond Next Ventures(株) 津⽥ 将志 ⽒
アドバイザー

■アドバイザー派遣
事業展開、研究進展、課題解決等の⽀援を⽬的に、バイオ・ヘルスケア・医療・ライフサイエンス分野の札幌市内企

業及び起業予定者、研究者に対し、アドバイザーを派遣（派遣先︓８者）

BlackFields Consulting
⿊⽥ 垂歩 ⽒

Kievit Scientific LLC
星場 勉 ⽒

(株)DRIVE Incubation
藤間 恭平 ⽒

【主な⽀援分野】
事業戦略・メンター⽀援
【⽀援例】
事業戦略のメンタリングのほか、
企業との共同研究交渉に関
して助⾔。また、適切な参加
イベント・プログラムを紹介し、
投資家・共同研究候補者も
マッチング。

【主な⽀援分野】
海外展開⽀援
【⽀援例】
⽶国市場進出における特
定の事業パイプラインを核と
した具体的な戦略を提案。
また、⽶国法⼈設⽴に関す
る情報を提供。

【主な⽀援分野】
事業戦略・メンター⽀援
【⽀援例】
起業までに克服すべき課題
整理のほか、事業プランに
対するマイルストン設定など、
事業のメンタリングを実施。

バイオ系スタートアップや起業予定者に対して、起業や成⻑に⽋かせない事業戦略の策定や
課題解決を促すことを⽬的に、専⾨家を活⽤した⽀援を実施した。

札幌バイオアドバイザー活用事業

医療系 IT・ものづくり産業支援事業
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（北海道委託）北海道の豊富な農林⽔産資源を有効に活⽤し、道⺠の健康促進と道産⾷品の
付加価値向上を図るため、⾷の機能性を活かした商品開発（ヘルシーDo商品等）を⽀援した。

分析項⽬対象⾷品No
GABA,エラグ酸,ルテイン、総アスコルビン酸パプリカ1
総菌数分析乳酸菌添加⾷品2
⼤⾖イソフラボンアグリコン(アグリコン当量)⼤⾖,⼤⾖加⼯品3
⾷物繊維ガゴメ昆布⼊りスープ4
(1-3),(1-4)-β-グルカン⼤⻨ベーグル5
DHA、EPA、アンセリン,カルシウム鮭加⼯品6
GABAトマト加⼯品7
GABA,ルテインかぼちゃ8

⼈材育成⽀援
第2回ヘルシーDo創造塾の開催
道産機能性⾷品の開発や販路開拓に携わる⼈材の育成を⽬的に、
⾷品の⾼付加価値化やマーケティング等に関する研修「ヘルシー
Do創造塾」を開催

開催期間︓2023年8⽉24⽇(⽊)〜11⽉1⽇(⽔) ＜全8回＞
修了者︓道内に拠点を持つ⾷品製造・販売会社の11名

商品開発⽀援

販路開拓⽀援

北海道産の⾼付加価値商品の開発を⾏う企業への相談対応

機能性関与成分の分析⽀援（下記、⼀例）

・ヘルシーDo認定素材を使った商品開発の助⾔
・ヘルシーDo申請に向けた提出書類の確認
・道産⾷品素材の機能性ポテンシャル評価

展⽰会出展
・ｱﾝﾁｴｲｼﾞﾝｸﾞｼﾞｬﾊﾟﾝ
・FABEX中部
・BioJapan
・ビジネスEXPO
・ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄﾄﾚｰﾄﾞｼｮｰ

催事への出品
北海道どさんこプラザ
・札幌店
・道外店舗2店
・タイ
・シンガポール

機能性⾷品のPRおよび販路拡⼤を⽬的に、アンテナショップでの
催事開催や展⽰会への出展を⾏った(北海道バイオ⼯業会と連携)

相談対応件数

19件

ヘルシーDo認定件数
166件（2024年3⽉まで）

2023年度
11件新規ヘルシーDo認定

2024年度
3件がヘルシーDo申請予定 ⼤⻨ベーグル カボチャのカタラーナ トマトソース

グループワークの様⼦ 企業視察会の様⼦ 修了証の授与

※ 2022年度修了⽣から３件のヘルシーDo商品が誕⽣︕

認定商品累積売上額︓338.7億円
(2013年〜2022年)

（北海道委託）
超⾼齢社会の到来に伴い、今後⼤きく成⻑することが予想されているヘルスケア産業への参⼊や新事
業創出を⽬指し、セミナー開催や課題解決に向け専⾨家を企業に派遣し、製品開発の促進を図った。
また、若⼿技術⼈材の確保を⽬指し、道内学⽣を対象に道内企業⾒学会を開催した。

学⽣

1）介護・福祉機器等関連産業参⼊研修会

IT・もの
づくり企
業等

3）企業へのアドバイザー派遣

4）企業⾒学会
・北海道職業能⼒開発⼤学校の学⽣、教員
12名が参加（学⽣11名、教員1名）

・⾒学企業︓(株)中央ネームプレート製作所
電制コムテック(株)

・介護、福祉関連機器の開発の進め⽅に関する紹介
・参⼊企業の事例紹介、介護業務の内容とニーズの紹介
参加者︓58名（うち企業24社/30名）

市場規模

ヘルスケア産業

○2016年のヘルスケア産業市場規模は、約25
兆円、2030年には約37兆円になると推計。

【経済産業省 調査】

2040年に向けてヘルスケア産業に求めら
れるビジネスモデル

出典︓みずほ銀⾏産業調査部報告書

5社に対し専⾨家によるアドバイスを実施

2）医療機器等関連産業参⼊研修会
・医療機器産業への参⼊の進め⽅の紹介
・医療ニーズとのマッチング事例の紹介
・札幌医科⼤学の医療ニーズ紹介と企業とのマッチング
参加者︓81名（うち企業32社/44名）

簡易浴槽の開発に対するアドバイス・(株)セーコー

経⿐チューブ固定⽤テープに対するアドバイス・(株)メディカルプロジェクト

デジタル装具の開発に対するアドバイス・(有)テック・ワークス

介護現場での⼝腔ケアに対するアドバイス・エア・ウォーター・ライフサポート(株)
・(株)札幌デンタル・ラボラトリー

⇒
⇒
⇒

⇒

ヘルスケア関連産業デジタル技術等活用促進事業

機能性食品開発支援事業
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（札幌市補助）

市町村採択事業者事 業 計 画 名No

千歳市（株）ＦＪコンポジット炭素粉末／樹脂複合材料による燃料電池セパレータ板の量産技
術の研究開発1

札幌市（株）コバルテック
開発中の集塵機能付きマルチコアドリル（仮称）発売に向けた
ダイヤモンド砥粒の溶着・台⾦形状改良及び新発想センターピ
ンの開発

2

札幌市（株）サンクレエ潰瘍性⼤腸炎の炎症を⾃動判定するAI診断ソフトウェアの開発3

⼩樽市（株）産鋼スチールLOHC評価装置の開発4

札幌市（有）テックワークスデジタル装具サービスプラットフォームの研究及び設計・開発5

札幌市（株）南華園レトルト⾷品の⾁の旨みと⾷味を向上させる製造⽅法の確⽴6

札幌市（株）メディア・マジック障害者⽀援施設と果樹園間における、農福連携⽀援のための
プラットフォーム開発７

札幌市（株）リナイス新規サケ未利⽤部位（えら）由来機能性成分エラスチンの開
発・製品化８

株式会社コバルテック

開発中の集塵機能付きマルチコアドリル
（仮称）発売に向けたダイヤモンド砥粒
の溶着・台⾦形状改良及び新発想セン
ターピンの開発

株式会社産鋼スチール

LOHC（※）評価装置の開発
※⽔素をメチルシクロヘキサン(MCH)
に変換し輸送・保管する技術

本開発では変換を促す『触媒』の『性能
を評価する』⼩型⾼機能装置を試作開発。
⾼価な触媒の低コスト化につなげる。

製造関連分野

環境関連分野

★2023年度 応募件数︓１２件 採択件数︓８件
【⾷︓１件、健康福祉・医療︓１件、製造︓2件、ＩＴ︓2件、
介護⽀援︓0件、環境︓２件】

支援事例

「さっぽろ連携中枢都市圏」（※）内の中⼩企業者等が⾏う、「ものづくり分野」「介護⽀援関連分野」及び「環境関連分野」における、
新技術・新製品開発（既製品の改良を含む）の取組みを⽀援した。
（※札幌市、⼩樽市、岩⾒沢市、江別市、千歳市、恵庭市、北広島市、⽯狩市、当別町、新篠津村、南幌町、⻑沼町）

実 施 概 要

６分野（①⾷関連、②健康福祉・医療関連、③製造関連、④ＩＴ関連、⑤介護⽀援関連、⑥環境関連）補 助 対 象 分 野

分野⑥
補助⾦限度額 ︓１,０００万円以内／件
補助率 ︓ 補助対象経費の２／３以内

分野①〜⑤
補助⾦限度額 ︓ ５００万円以内／件
補助率 ︓ 補助対象経費の1／２以内

(⑤介護⽀援及びバリアフリー等に資する開発案件は、補助率2／3以内)

補 助 ⾦ 限 度 額
＆ 補 助 率

技
術
⼒
の
向
上

地
域
資
源
の
活
⽤

⽣
産
性
の
向
上

開発・実証段階 事業化・実践段階企画・構想段階 産業集積促進

地域の仕組みづくり事業

地域産業のDX化／ ⽣産性向上⽀援

⾷品産業クラス
ター形成の⽀援

実⽤化・事業化に向けた新技術・新製品開発⽀援

ものづくり開発・グリーン
成⻑分野推進事業 航空機産業クラス

ター形成の推進

HOFOOプロジェクト

「北海道DX推進協働体」を活⽤した伴⾛型⽀援

⼈材確保・育成等⽀援事業グリーン・デジタル推進事業 ⼈ ⼿ 不 ⾜ 対 策 事 業

 脱炭素・DX推進セミナー
 専⾨家派遣、マッチング

 ものづくり技術者育成研修
 地域企業育成、成果事例の展開

 ⼈⼿不⾜対策セミナー
 製造拠点省⼒化機器導⼊促進補助⾦

 DX戦略策定⽀援、サイバーセキュリティ対策⽀援

（事業体系図）
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ものづくり産業の育成と集積

ものづくり開発・グリーン成長分野推進事業



（経済産業省補助、⾃主）
【DXビジネス変⾰推進事業】道内企業がDXを実現するために必要な経営・デジタルに関する専⾨的知⾒やノウハウを補完するための伴⾛型⽀
援を⾏い、道内企業で取組みが遅れているDXを強⼒に推進し、道内企業の⽣産性向上やビジネスモデルの変⾰を図った。

実 施 概 要
【地域DX促進環境整備事業（サイバーセキュリティ対策拡充型）】道内企業がDXとともに推進すべき情報セキュリティの専⾨的知⾒やノウハ
ウを補完するための伴⾛型⽀援を⾏い、道内企業のDXを攻めと守りの両輪から推進した。

①ニーズの掘り起こし
関係機関等からの紹介や
財団からのヒアリング

個社の状況に応じた伴⾛型⽀援の流れ 外部の知⾒を活⽤した⽀援活動を通じ、
道内企業の意識変⾰と組織強靭化を促す

⑤フォローアップ⾯談
DX等推進に向けた
補助⾦情報等の提供

計23機関

②⽀援チームの組成
北海道DX推進協働体
のネットワークを活⽤
し、企業ニーズに合わ
せた⽀援チームを組成

③伴⾛型⽀援の実施
⽀援チームによるヒア
リング・ディスカッ
ション・ハンズオン指
導を複数回実施

④内容フィードバック
⽀援実施内容をレビュー
シートにまとめ、現状整
理と今後の指針を報告

★2023年度実施件数︓12社

・2022年度 DXによる将来的な戦略構築を⽀援
⇒2023年4⽉ DX認定取得

・2023年度 DX推進の基盤となる情報セキュリティ対策
における、社内体制整備を集中⽀援
⇒2024年3⽉「2023年度はばたく中⼩
企業・⼩規模事業者300社」に選定

・2022年度 特定業務のシステム構築にかかる業務フロー
の把握と要件定義に関する助⾔・指導
⇒2024年1⽉ ものづくり補助⾦(経産省)採択

・2023年度 外部専⾨家の視点から、社内業務の運⽤状況
とセキュリティ対策状況を総点検。
今後必要となる情報セキュリティ対策を助⾔

支援事例

事業化状況／成果の受賞事例

株式会社ＦＪコンポジット

2022年度
炭素粉末/樹脂複合材料による燃料電池
セパレータ板の成形技術の開発

新製法を⽤いて粉込めした炭素粉末を、
複合樹脂素材と合わせてプレス加⼯し、
安価・⼤量にセパレータ板を成型する
技術を開発する。

2021〜2022年度⽀援介護⽀援関連分野 環境関連分野 2022〜2023年度⽀援

2023年度 J-Startup HOKKAIDO認定
CareViewer(株)

令和５年度 北海道新技術・新製品開発賞
ものづくり部⾨ ⼤賞

令和５年度 北海道省エネルギー・新エネルギー
促進⼤賞 新エネルギー部⾨ 奨励賞

2023年度
炭素粉末/樹脂複合材料による燃料電池
セパレータ板の量産技術の研究開発

開発したセパレータ板成型技術を応⽤
し、⼤型かつ⾼圧⼒のプレスを⽤いて
企業ニーズに対応する⼤型セパレータ
板の製造技術の確⽴を⽬指す。

財団独⾃の取組みとして、採択プロジェクトに対して
5年間の事業化状況フォローを実施。追加的な相談対応や、
優良取組事例の販路拡⼤を⽀援。
【 2023年度 追跡調査結果 】
調査対象 ︓ 2018 〜 2022 年度に採択したプロジェクト

対象プロジェクト件数 ︓50 件 → うち、事業化件数 ︓ 19 件

総売上累計額 ︓ 22 億 45 百万円（事業化19件の売上合計額）

新たに事業化した主な開発商品
申請者︓恵⽐寿システム(株)
商品名︓ホタテ資源調査動画解析

オホーツク沿岸の「地まきホタテ漁業」におけるホタテの⽣息枚数や密
度をより正確に調査するシステムの開発

2020年度採択 ※ものづくり

開発製品の受賞事例

株式会社さくらコミュニティサービス

2021年度
AIケアプラン・介護記録ソフトCareViewerと
IoT等汎⽤機器とのデータ連携機能についての
開発

介護現場に向けて開発・提供されている各ソ
フトウェアは他社製品とのデータ連携が取れ
ないものが多いが、これを解決するソフトを
開発する。

天敵であるヒトデの検出も可能

2022年度
CareViewerの障がい福祉サービス事業者向け
ソフトとハンズフリーの開発

AIケアプラン・介護記録ソフトCareViewerを
障がい福祉サービス事業者へ展開するための
ソフト開発、ハンズフリーCareViewerの開発
を⾏い、介護・障がい福祉分野全体の課題解
決に寄与することを⽬指す。
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（北海道補助）
本道経済の発展を加速するため、道内7圏域（旭川、帯広、釧路、北⾒、苫⼩牧、室蘭、函館）の産業⽀援機関と連携し、道内製造業における
ＩｏＴ、ロボティクス等の先端技術を有する⼈材の確保、育成及び職場定着の促進による⽣産性向上や⼈⼿不⾜の改善を図った。実 施 概 要

【IoT、ロボティクス等の導⼊に向けた専⾨家による講演・事例紹介】
デジタル化推進セミナー

《専⾨⼈材育成研修》
デジタル活⽤⼈材育成講座

《専⾨⼈材育成研修》
⽣成AI活⽤⼈材育成講座
半導体⼈材育成講座

《専⾨⼈材育成研修》
デジタル活⽤⼈材育成講座

《デジタル化推進セミナー》
【省⼒化・⾃動化機器】

先進事例勉強会

《専⾨⼈材育成研修》
ロボット活⽤×DX推進⼈材育成講座

札幌市

北⾒市

釧路市

⼩樽市

函館市

《地域企業育成⽀援》
⽥中酒造(株)（⼩樽市）

地域での実施状況

【専⾨⼈材育成に意欲のある企業等に対する⽀援】
地域企業育成⽀援

《実施内容》
●製造⼯程へのIoTの導⼊を検討している企業に対して「IoT導⼊実践
研修（ラズベリーパイによる温度管理・WEBカメラによるリモート
監視）」をハンズオンで実施（2023.5〜10︓計5回）
【専⾨家】 ノーステック財団コーディネーター 松⽥ 潤樹 ⽒
【⽀援対象】⽥中酒造(株)（⼩樽市︓酒造業）

【製造現場の技術者等を対象としたロボット・IoT導⼊等に係る研修】
専⾨⼈材育成研修

《実施内容》
●地域のニーズに合わせたテーマで、⼈材育成講座を実施（計５回）

参加⼈数テーマ開催地

37名中⼩企業向け⽣成AI活⽤⼈材育成講座 【2023.8】
札幌市

44名半導体⼈材育成講座（産業構造・製造⼯程編）【2023.9】

16名道内製造業のためのデジタル活⽤⼈材育成講座 【2023.9】北⾒市

39名ロボット活⽤×DX推進⼈材育成講座 【2023.10】函館市

8名道内製造業のためのデジタル活⽤⼈材育成講座 【2023.11】釧路市

《実施内容》札幌市【2024.1／参加⼈数︓71名】
●地域企業育成⽀援における優良事例（⽥中酒造(株)）の報告
●道内企業向けの先端技術（⾃作IoT・DX・ロボット・⾃動化機器）
に係る講演を実施

（北海道委託）
「ゼロカーボン北海道」や「Society5.0推進計画」に対応し、道内ものづくり企業の脱炭素・ＤＸ推進による⽣産性向上及び競争⼒強化を図る
ため、セミナー・相談会の開催、企業への専⾨家派遣や⾷品製造事業者とものづくり企業のマッチング会を実施した。実 施 概 要

「ものづくり産業のグリーン・デジタル推進セミナー」 ＜ 2023.11 ＞
●カーボンニュートラル達成のシナリオ、省エネ活動体制や⼈材育成、

改善事例等の紹介
●⽣成AIの概要、ChatGPTの活⽤事例等の紹介
●参加⼈数︓70名

◎⾷品製造事業者とものづくり企業のマッチング

《内容》
●「⾷」分野への道内ものづくり企業の参⼊を促進するため、

⾷品製造企業と⾷関連機械商社とのマッチングを実施
●⽣産現場の⾃動化、省⼈化、省⼒化に向け、機械設備・ロ

ボットシステムの導⼊を検討している⾷品製造企業を⽀援

《マッチング実施》
●会場内にものづくり企業のブースを設置

ショーケース型展⽰・マッチングイベント
「FOOD FACTORY」の開催（ビジネスEXPO内）

◎脱炭素・ＤＸ推進セミナー、相談会の開催

「ものづくり産業の脱炭素・ＤＸ推進セミナー」＜ 2023.7 ＞
●サプライチェーン全体での脱炭素化に向けた、製造業を取り巻く状況やCO2削減の

考え⽅、全国の取組事例等の紹介
●道内におけるカーボーンニュートラル化に向けた取組事例等の紹介
●参加⼈数︓75名

セ ミ ナ ー

●セミナーと併催で実施。脱炭素分野５社、DX分野２社の相談受付
⇒ ニーズに合わせて3社に、専⾨家派遣による個別⽀援を実施

◎専⾨家派遣

●脱炭素やデジタル化に意欲的に取組むものづくり企業に専⾨家を派遣し、⽣産性向上
や製品開発を⽀援。(16社に延べ27回派遣)

支援事例

専⾨家派遣

●⽀援対象︓⽇乃出⾷品(株)（七飯町︓⾷品製造業）/ 専⾨家︓北海道電⼒(株)
●カーボンニュートラルへの第⼀歩として、エネルギー使⽤の合理化ポイントを報告書

に取りまとめ、効率的なエネルギーの使⽤⽅法やCO2削減量を数値化して提⽰

●道北圏、⼗勝圏及び道南圏で各２回（計６回）、ものづく
り企業や⾷関連機械商社等が⾷品製造企業を訪問し、製造
現場の課題を把握する個別マッチングを実施

相 談 会

ものづくり産業におけるグリーン・デジタル推進事業

地域企業の先端技術人材確保・育成等支援事業
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（⾃主）
道内産業の振興・発展に寄与するため、道内の中⼩企業における新商品・新技術・新サービスの開発を⽬指す取組みとして、道内航空機産業ク
ラスター形成に向けた、基幹企業育成⽀援事業を実施した。実 施 概 要

Tier1から具体的な要望のある航空機エンジン部品の受注獲得に向けた、(株)ワールド⼭内が⾏う当該部品の試作・開発を⽀援。対象部品は、航
空機の保全上、定期的な交換が必要であり、量産受注獲得につながることから、航空機部品の量産を実現する企業の育成を通じ、道内航空機産
業クラスター形成の礎を⽀援した。

事 業 内 容

Tier1及びTier2から経常受注につながる認証取得に成功。(株)ワールド⼭内の航空機部品産業への参⼊のほか、同社をTier３とした道内ものづ
くり企業のサプライチェーン構築も期待される。事 業 成 果

航空機エンジンにおける
部品製造でTier3として、
航空機業界に参⼊
⇒今後の道内ものづくり
サプライチェーンの礎に︕

2023年9⽉に、『航
空宇宙・防衛産業に
特化した品質マネジ
メントシステムに関す
る国際規格』である
JIS Q 9100を取得

【航空機産業のサプライチェーン構造】

（札幌市補助）

【2023.8／①⾦属・機械製造業向け、②⾷品製造業向け】
■ロボットシステムインテグレーター（SIer）による⽣産⼯程への省⼒化・
⾃動化機器導⼊事例に関する講演

■キャリアコンサルトによる若年者の定着や⼥性、シニアなど多様な⼈材の採
⽤に係る効果的な求⼈⽅法等に関する講演

■ロボットや省⼒化機器取扱企業による展⽰・相談会

■参加⼈数︓①⾦属・機械製造業14名、②⾷品製造業15名

＜実施概要＞

■補助上限︓1,500千円以内／件 ■補助率︓1/2以内／件
■⽀援対象︓「さっぽろ連携中枢都市圏」内に本社及び製造拠点を有する

製造業及び建設業の中⼩企業者
■対象経費︓機器等導⼊費、通信費、外注費、その他の経費

＜事業概要＞

⼈⼿不⾜が深刻化する製造現場における⼈⼿確保に向けた取組や、「さっぽろ連携中枢都市圏」(札幌市と近隣11市町村)内の中⼩企業者が⾏う、
製造現場における省⼒化・⾃動化に資する取組を⽀援した。実 施 概 要

市町村採択事業者事 業 計 画 名No

札幌市(株)イチムラ⼯場内リアルタイム情報伝達体制、段取り時間削減によ
る省⼒化プロジェクト1

札幌市及川鉄⼯(株)⽣産現場を繋ぐ【⾒える化「⾒えるか︖」】遠隔臨場によ
る⽣産管理2

恵庭市(株)岡⽥建具製作所家具製造⽤3D・CAD/CAM ソフト利⽤による建具製
造の省⼒化3

千歳市(株)FJコンポジット電気⾃動⾞(EV)向け放熱材料の検査効率向上4

札幌市三晃化学(株)⼿選別からAI⾃動選別機器活⽤による省⼒⽣産・加
⼯モデルの構築5

⼩樽市(株)トップ・ラン商品情報⾃動印字化計画6

札幌市富⼠屋鉄⼯(株)⼯場の省⼒化に向けたファーストステッププロジェクト7

札幌市(有)北海化成⼯業所プラスチック原料搬送の機械化による省⼒化とリサイクル
促進8

⼩樽市北海道ワイン(株)ピッキングリフト導⼊で作業の省⼒化を実現〜⾼付加価
値ワインの提供へ9

札幌市(有)前川機械⼯作所⽣産管理の情報共有システム導⼊による省⼒化事業10

⼩樽市(株)丸⼀⼟井⽔産機械化で世界へ北海道の味を11

札幌市(株)ワールド⼭内作業分析を反映した作業⼿順習得による⽣産性向上
対策12

2023年度 製造拠点省⼒化機器導⼊促進補助⾦
採択案件⼀覧

応募︓14件 採択︓14件（うち2件、事業者都合により事業中⽌）

( 2 ) 製 造 拠 点 省 ⼒ 化 機 器 導 ⼊ 促 進 補 助 ⾦

( 1 ) も の づ く り 企 業 ⼈ ⼿ 不 ⾜ 対 策 セ ミ ナ ー

ものづくり企業人手不足対策事業

航空機産業クラスター形成の推進（経済産業支援事業）
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（⾃主）地域産業クラスターものづくり⽀援事業採択概要
商品化件数採択件数応募件数補助率補助限度額
12件※13件16件2/350万円／件 ※１件は、採択後事業者の都合により辞退

件名【開発商品名】事業者地域No

乾燥野菜（紅くるり⼤根、ビタミン⼤根）合同会社アンパック札幌1

ペットフードエゾリッチ（プレーン、⼩松菜、ビーツ、じゃがいも）株式会社グラッド札幌2

アレンジ⽯狩鍋スープ「⽯狩シャケナベイベー」⼀社）⽯狩シェアハピシティ計画⽯狩3

SUNDROP完熟ミニトマトケチャップ⾦丸農園栗⼭4

ミズナラ樽熟成純⽶⼤吟醸酒宝川2020⽥中酒造株式会社⼩樽5

道南産ブリのフィッシュミートソース株式会社五島軒函館6

幌加内そば⽢⽪茶、幌加内そば染⾐服株式会社そばの坂本幌加内7

にんにく⾹るサラダピクルス合同会社やぶかわ農園⼠別8

フロマージュブラン ショコラ株式会社広内エゾリスの⾕チーズ社新得9

SUNOMO Rich はちみつ発酵ビネガー北海道クラフトビネガー株式会社ひだか10

北海道おてつめ最中コウシ茶寮別海11

わんこのおかず釧路海洋フーズ株式会社釧路12

（⾃主）

商品企画・開発・販売の⼀貫したサポート体制を再構築し、
「通称︓H O F O Oプロジェクト」として、各種⽀援を実施するとともに、
⾏政機関等と連携して全道の事業者の⽅々にサポート内容等をP R。

HOFOOプロジェクトの⽴ち上げと⽀援の実施

【企画サポート】
 事業計画アドバイザー交えた
「商品企画勉強会」の開催
〔2024年2⽉13⽇︓参加者約28名〕

【開発サポート】
 専⾨家とともに採択事業者を訪問し、
課題について意⾒交換
〔2023年7⽉〜2024年1⽉〕

 商品完成度を⾼めるための
試⾷・テスト販売の実施
〔2023年11⽉9〜10⽇︓ビジネスEXPOを活⽤〕

【販売サポート】
 商品の磨き上げや販路開拓に
向けた「商品発表会」の開催
〔2024年2⽉15⽇︓来場者約100名〕

地域の仕組みづくり事業
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（⾃主）「地域産業クラスターものづくり⽀援事業開発商品の紹介（2023年度）

乾燥野菜
（紅くるり⼤根、ビタミン⼤根）

ミズナラ樽熟成純⽶⼤吟醸酒
宝川2020

フロマージュブラン
ショコラ

ペットフードエゾリッチ
（プレーン、⼩松菜、ビーツ、じゃがいも）

アレンジ⽯狩鍋スープ
「⽯狩シャケナベイベー」

SUNDROP
完熟ミニトマトケチャップ

道南産ブリの
フィッシュミートソース 幌加内そば⽢⽪茶 にんにく⾹る

サラダピクルス

SUNOMO Rich
はちみつ発酵ビネガー 北海道おてつめ最中 わんこのおかず

（⾃主）⾷品産業クラスターの形成⽀援

⾏政機関

⽀援機関

研究機関

教育機関

製造業者

⽣産者

⼩売業者

福祉事業者

⾦融機関

加⼯業者

「道産さつまいも」に関わる
関係機関や事業者と
情報交換を実施

⽣産者

卸・⼩売会社

加⼯・製造会社

消費者

ネ ッ ト ワ ー ク の
構 築 を 通 じ た
付加価値の⾼い
商 品 開 発 へ

⾷品産業クラスター形成のモデルテーマとして、「道産さつまいも」に関係する道内の事業者等と情報交換を実施。

◆道内の事業者等と情報交換を実施 ◆「道産さつまいも」が⽣産量・消費量ともに増加していることを確認

「道産さつまいも」のサプライチェーン形成に向けたネットワーク構築を促進するため、
「道産さつまいも」の魅⼒・商品化に向けた課題等について情報交換を⾏う交流会を開催。

◆「みんなで育てるさつまいも」交流会の開催
〔2024年2⽉27⽇︓参加者約120名（⽣産者・加⼯業者・製造業者等）〕
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（国⼟交通省補助、北海道委託、⾃主）
再⽣可能エネルギーの利活⽤やゼロカーボン北海道の実現に向けた技術実証など、持続可能な北海道産業の基盤とな
る事業に取り組んだ。また、地域の社会課題解決や社会情勢の変化に対応していく未来指向のプロジェクト創出事業
を実施した。

過疎化、寒冷地に対応した⾃動運転技術を活⽤した移動サービ
ス構築に向けたワークショップの開催

・テーマ︓「寒冷地」×「⾃動運転」×「エネルギー地産池消」
・開催⽇︓令和 6年 1⽉ 1 8 ⽇（⽊）〜 2／ 2 2 ⽇（⽊） 全 5回
・参加者︓道内⾃治体、交通事業者、⼤学、エネルギー事業者

積雪寒冷地での⾃動運転⾞の安全運⾏に向けた課題整理や実証試験
に向けたロードマップの作成などを⾏う。

洋上⾵⼒発電事業のサプライチェーン構造分析と道内企業の
参画可能性調査

（３）洋上⾵⼒発電調査事業（北海道委託）

（２）共創による地域交通形成⽀援事業（国⼟交通省補助）

再エネの拡⼤ 熱需要の転換エネルギーの地産地消

 ゼロカーボン北海道や社会課題解決に向け、実証モデルを構築し、
そのモデルの全道展開を図っていくことを⽬標に、北⼤・ほくで
ん・ノーステックの３者間で連携協定を締結（ 2 0 2 3 年 6⽉）。

 ゼロカーボンに向けて⾃らエネルギー⽣成を⾏うエネルギーレイ
クに、経済基盤となるキャンパス循環モデルを組み込んだ複合的
モデルを「北⼤イノベーション・コモンズ」と定義し、構想の具
体化と実⾏計画の策定のため検討会を開催し、 2 0 3 0 年までの
ロードマップ案を作成した。

 エネルギーレイクの中⼼となるエネルギーマネジメントシステム
の開発では、メーカーを含めた共同研究に向け、システムで制御
する P Vや蓄電池などの設備設計のほか、設備導⼊に向けた外部
資⾦獲得のための調査・ヒアリング等を⾏った。

（１）北⼤キャンパスをフィールドとするゼロカーボン実証
「北⼤イノベーション・コモンズ」（⾃主）

2 0 2 4 年度
冬期⾃動運転の実証試験の検討

調査内容
・道内企業の参⼊可能性の把握、⼈材育成の拠点化の可能調査
・港湾を活⽤した産業⽴地イメージの検討

2 0 2 4 年度︓企業マッチング、⼈材育成事業などを実施

課題
・⼯事・O & Mの参⼊余地が⼤きいが、道内企業の接点が無い
・O＆M⼈材の育成が必要

資
源
探
索

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

新
産
業
創
出

研究開発 事業化・実⽤化実証・評価

半導体産業の成⻑に
向けた⼈材育成

※教育機関・半導体企業との連携

ゼロカーボン実証
※電気と熱を統合したEMS開発

⼈材育成・取引活性化

未来創造事業

共創による地域交通
形成⽀援事業

※寒冷地における⾃動運転技術実証

北⼤イノベーション・コモンズ

航空・宇宙産業の創出
※2023年度は、「ものづくり産
業の育成と集積」で実施

洋上⾵⼒発電参⼊・普及調査
※道経連等との連携地下バイオメタン⽣産法

（SCG法）の確⽴
※猿払村での原位置試験

地下環境特性の解明・
資源探索（ヨウ素など）

地下微⽣物の探索
（ライブラリー化）

幌延地圏環境研究事業 交通（EVバス）

（事業体系図）

未来創造事業
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「深地層の研究施設を使⽤した試験研究成果に基づく当該施設の理解促進事業費補助⾦」（経済産業省補助）
UBE三菱セメント(株)との共同研究として、これまで猿払村⼩⽯地区で原位置試験を実施。2021-2022年度には褐炭層へのCO2注⼊によりメタン⽣成
が確認されており、これまでの成果をもとに、地中でバイオメタンを⽣成する技術の実⽤化研究やヨウ素など有⽤資源の探索を重点的に取り組んだ。
こうした研究成果については、地元幌延町において「20周年記念フォーラム」を開催し、研究内容の発表などを通じて住⺠等への理解促進を図った。

地下バイオメタン鉱床造成／⽣産法（SCG法）を提案しています
SCG︓Subsurface Cultivation and Gasification

第３期⻑期研究計画（2021〜2028年度）

道北地域地下圏の微⽣物のサンプリングを実施し、未知の地下
⽣物の探索とライブラリー化、それらの機能を解明する

沿岸地域を含む道北地域の地下⽔・地質などの地下環境の特
性・機能の解明、ヨウ素、未利⽤有⽤資源等の探索を⾏う

地下バイオメタン⽣産法（SCG法）の実⽤化を⽬指し、バイオ
メタン⽣産の設計・施⼯・制御法を構築する

【特許第6396068号】（登録⽇︓2018.9.7）
【発明の名称】「地層中に含まれる⽯炭および／または珪藻岩から

メタンガスを地層中において製造する⽅法

特許取得

4H2+CO2
→CH4+2H2O

2023年度の実施概要（研究内容）

●釧路コールマイン(株)が実施するプロジェクトへの協⼒
（地中におけるCO2の固定化）

●猿払村⼩⽯地区での原位置試験の継続実施
（UBE三菱セメント(株)との共同研究）
⼩⽯露天抗におけるSCG法現場試験で得られた成果
・⼩⽯露天抗においてCO2注⼊による
バイオメタン⽣成確認の通算2回⽬の
試験を実施
（試料数を増やし再現性を⾼めるための実験）

⇒ CO2からのメタン⽣成の
可能性があることが判明（図1）

・⼩⽯露天抗での各試験孔の標⾼の測量、各試験孔における正確な孔内⽔位
および相対的な⽔位を把握

・⼩⽯露天抗地下⽔の流向・流速シミュレーション構築に必要な各種データ
を取得

⇒ バイオメタン事業化に向けた新たなボーリング孔
（パイロット試験）に活⽤

●⼩⽯露天抗の褐炭層上盤と下盤において、地下⽔の塩濃度や微⽣物の種類が
異なることが判明

図1. CO2注⼊で想定される
バイオメタン化促進メカニズム ⇒

●北海道・道北の⾼濃度ヨウ素の起源に関する研究
（ヨウ素の起源や地下圏における移⾏挙動の把握）

（NEDO委託）道内半導体関連産業の活性化に向けて、今後の課題となる「半導体⼈材の育成と確保」及び
「半導体関連産業の取引活性化」をテーマに推進策の検討を⾏った。

（1） 半導体人材育成・確保に向けた取組 （2） 半導体関連産業の取引活性化に向けた取組
①⼈材育成・確保ロードマップ作成
道内の主な半導体・電⼦デバイス関連企業にヒアリングを⾏い、現状の採⽤実績と
2030年度までの採⽤希望数を調査

②教育機関への実務家教員派遣
製造現場の技術や知⾒を反映した授業を実施したい意向から出前講座を開催

③教員を対象とした⼯場⾒学・座談会の開催
半導体・電⼦デバイス関連の研究者や就職⽀援を担う教員を対象に⾒学会を開催

※⾒学会参加教育機関︓北⼤、北⾒⼯⼤、育英館⼤、北海学園⼤、北海道科学⼤、北海道職能⼤、
苫⼩牧⾼専、⽇本⼯学院北海道専⾨学校、吉⽥学園情報ビジネス専⾨学校

①北海道半導体関連企業のPR
ビジネスEXPOにおいて道内の半導体企業（3社）のブースを出展

※⼤学、⾼専、⾼校を10校、学⽣約1,100名を招待し、学⽣向け企業説明会も実施。

②ビジネスマッチング商談会の開催
道内の半導体・電⼦デバイス企業（発注側）からニーズを募り、道内企業（提案
側）が技術・製品・サービスを提案する個別ビジネスマッチングを開催

③サプライチェーンマップの作成（掲載企業106社）
企業ヒアリングを元に各企業の取引実態を調査し、道内半導体・電⼦デバイス産業の
サプライチェーンマップを作成

旭川⾼専北⾒⼯業⼤学実施校
2024年1⽉〜2⽉2023年12⽉11⽇実施⽇

①半導体製造プロセス（前⼯程）
講師︓⼩⿊敏⽒（元ミツミ電機）

②半導体製造プロセス（後⼯程）
講師︓前⽥剛⽒（アムコーテクノロジージャパン）

③シリコンウェーハ製造
講師︓神⽥忠⽒（SUMCO）
④エッチング・検査技術、SEM⼊⾨
講師︓⼤⽵浩⼈⽒、酢⾕拓路⽒（⽇⽴ハイテク）
⑤半導体デバイス・プロセスの最新動向
講師︓加藤⼀⽒（産業タイムズ）

①半導体製造プロセス（前⼯程）
講師︓⼩⿊敏⽒（元ミツミ電機）

②半導体製造プロセス（後⼯程）
講師︓若⽣克則⽒（アムコーテクノロジージャパン）

実務家教員/
講義テーマ

⾒学先実施⽇
【シリコンウェーハ製造】
SUMCO千歳⼯場

【光半導体デバイス製造】
京都セミコンダクター恵庭事業所

2024年
2⽉16⽇

【⾃動⾞⽤半導体センサ設計・製造】
デンソー北海道

2024年
2⽉20⽇

2024年3⽉19⽇、13:00~17:00開催⽇

ANAクラウンプラザホテル札幌開催場所

京都セミコンダクター恵庭事業所・SUMCO・デンソー北海道発注企業（3社）

キメラ・テクノフェイス・ワールド⼭内・北都システム など提案企業（35社）

（3） 2024年度取組方針
■⼈材育成・確保に向けた取組
①実務家教員派遣︓派遣教育機関の拡⼤、実務家教員の確保と育成
②⼯場⾒学会︓他地域での実施（道南など）、学⽣向け⾒学会の開催
③インターンシップ︓開催情報の周知、専⾨家による講習会の実施
■取引活性化に向けた取組
①ビジネスEXPO︓半導体産業ブース出展企業の拡⼤、学⽣向け説明会の実施
②ビジネスマッチング商談会︓発注・提案企業の拡充、道外地域との連携開催

〇2023年度 採⽤実績︔約220⼈

●2030年度 採⽤希望数︓約630⼈

現状より年間410⼈増

採
⽤
ボ
リ
ュ
ー
ム

採⽤ボリュームの⾒通し
2023年度末時点

想定される職種 開発、設計、⽣産技術、⼯程・品質管理、機械保全、オペレーター 等

新卒採⽤ 約120⼈
【⼤学院、⼤学、⾼専、
専⾨学校、⾼校】

中途採⽤ 約100⼈

新卒採⽤ 約190⼈

中途採⽤ 約180⼈

新卒採⽤ 約220⼈

中途採⽤ 約180⼈現状 2023年度(実績)
合計︓約220⼈

約480⼈

約630⼈

新卒 約30⼈
中途 約80⼈ 新卒 約110⼈

中途 約120⼈

＋
＋

2.2倍

2.9倍

2023年度（実績） 短期（2025年度）
採⽤希望数

⻑期（2030年度）
採⽤希望数

2023年11⽉9⽇〜10⽇開催日

アクセスサッポロ開催場所

ミツミ電機(株)、(株)アムコー・テクノロジー・ジャパン、(株)Rapidus出展企業

電⼦デバイス

半導体製造装置、⽣産設備関連

電⼦部品（抵抗器・コンデ
ンサ、リレー等）

電⼦機器の設計・製造、
基板実装

プリント配線基板製造 その他の部素材等

半導体製造装置、
半導体関連装置部品

⾦属加⼯、治具、
⾦型

熱処理・めっき・表⾯処理 樹脂成型 その他の部素材加⼯

設計・デザインハウス・研究開発 前⼯程(パターン形成〜ウエハテスト) 後⼯程(ダイシング〜ファイナルテスト)

実務者教
員派遣

工場
見学会

インターン
シップ強化

半導体関連産業育成事業

幌延地圏環境研究事業
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道内のスタートアップに関する取組と連携
し、スタートアップのシーズ発掘、育成、
に関する仕組みづくりを試⾏し道内のス
タートアップに関する取組と連携し、ス
タートアップのシーズ発掘、育成、に関す

る仕組みづくりを試⾏し

（２）スタートアップ創出支援

地域課題・ニーズ検討会の試⾏

2023年度2022年度項⽬

40機関の参画、
連携強化

34機関の参画、
連携構築

体制整備

25研究プロジェクト
⾃⾛化に向けた⽀援強
化

21プロジェクトの構築①⼤学シーズ・地域課
題を起点としたプロ
ジェクト構築

他機関との連携強化
（HSFC,スタートアップ北
海道など）

スタートアップ⼈材の発掘
を試⾏

②スタートアップ創出⽀援

⾃⾛化に向けた構想案の
作成

⾃⾛化に向けた調査・
検討

③ 共創基盤の構築

これまでの事業展開

（３）共創プラットフォームの構築

ミルキングパーラーでの搾乳作業のデジタルツインによる省⼒化・軽労化
に関する実現可能性検討 (株)スマートサポート

（４）ＣＨＦプロジェクト補助金 （自主）

⽇本の酪農

・後継者不⾜や⽣産者の⾼齢化
・20年間で酪農家⼾数は半減

・複数の作業員が狭い作業空
間で複数の⽜への作業

・⼀⽅、経営規模が拡⼤傾向
・酪農家⼀⼾あたりの乳⽜の
飼養頭数は増加。

・⽣産性低下や事故が発⽣

酪農作業環境のデジタルツイン化と、
作業者の⾏動計測により「技能伝承」
を⾏う上での基礎データを蓄積

２０２３年度
支援事例

北海道経済産業局、北海道などと連携し、スタートアップのシーズ
発掘育成に関する仕組みづくりを試⾏。

2024年度
スタートアップ⽀援
体制を強化

⼤学発スタートアッ
プ創出に向けシー
ズ発掘に注⼒

2025年 〜 ⾃⾛化

⽇時︓令和5年9⽉26⽇
場所︓東川町役場、33名参加
内容︓東川町の「交通」「地域通貨」「住まい」

をテーマとして、同町の取り組み・課題を
現地視察も含めて紹介。解決策を議論。

6組織、11⼈上級エリアCD

4組織、7⼈他⼤学・⾼専

4組織、5⼈国・⾃治体・団体

7組織、10⼈企業

21組織、33⼈合計

参加者

２０２３年度
支援事例

3つの事業の柱

②スタートアップ創出⽀援
道内の各プラットフォームと連携し、⼤学や⾼
専を対象としたスタートアップ⼈材を発掘・育
成

③共創⽀援プラットフォームの構築
セクターを越えたつながりを創出し、課題解決
やチャレンジを継続⽀援していくための仕組み
づくり

①地域活性化⽀援
新事業創出や地域課題解決を⽬指す推進
計画やプロジェクトの創出・拡⼤のための伴⾛
⽀援

令和5年度成⻑型中⼩企業等研究開発⽀援事業
（Go-Tech事業）
「AI適応型運⾏モード組み換え技術の開発」

推進計画「SAVSの地域展開とサービス連携」
外部資⾦獲得

「道内産⽊材の有効活⽤･付加価値向上を可能にす
るシームレスなDXの導⼊」

「バイオガスプラントの資源・エネルギーの最適化
による地域循環システムの開発」
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8件

7件

新規推進計画の創出例

⽊⽬・節の予測
樹齢確認のための年輪の⾃動検出および節な
どの検出のためのAI技術開発

メタン発酵資材の探索、メタンガス算出を予測するための技術開発

２０２３年度
支援事例

（経済産業省補助、⾃主）
地域課題解決に向けたプロジェクト創出やスタートアップ創出に向けた⽀援を道内の産学官⾦と連携して実践するこ
とにより、⾃律的かつ持続可能なイノベーション創出に向けた仕組みづくりに取り組んだ。

（１）地域活性化支援

産学融合拠点創出事業「チャレンジフィールド北海道」
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地域×テクノロジーを支える共創基盤の構築



（北⼤R&BP推進協議会委託）

❶先端技術導⼊によるバイオ・農林⽔産業・ものづくり産業の成⻑促進
➋ 超少⼦⾼齢化に対応して誰もが健康で⼦育てや社会参加ができる共⽣のまちづくり
➌ 資源循環や脱炭素化による持続可能な経済社会づくり
➍ 半導体や航空宇宙関連産業など成⻑が⾒込まれる新産業の創出

推進⽅策
❶ 全道展開に向けた地域課題解決を核とする産学官連携プロジェクトの発掘・⽀援
➋ イノベーション創出を活性化するための「交流の場」の強化
➌ 構成機関の連携や拠点形成を促進する情報共有と情報発信の強化

重点分野

第4ステージ第2章 事業推進⽅針（2024 〜 2026年度）

❶ 先端技術導⼊による農林⽔産業・ものづくり産業の⽣産性向上
➋ 超少⼦⾼齢化に対応して誰もが健康で⼦育てや社会参加ができる共⽣のまちづくり
➌ 資源循環や脱炭素化による持続可能な経済社会づくり
➍ 宇宙関連産業など成⻑が⾒込まれる新産業の創出

推進⽅策
❶産学連携プロジェクトの創出・推進
➋産学連携のマッチング・スタートアップ企業の創出・⽀援
➌事業拠点・研究拠点の⽴地促進・情報発信
➍⽀援ネットワークの強化・拡⼤

重点分野

第4ステージ第1章 事業推進⽅針（2021 〜 2023年度）
1．産学連携プロジェクトの創出・推進
●「共創の場形成⽀援プログラム（COI-NEXT）」や「戦略的イノベーション創造プ
ログラム（SIP）」に参画するなど、重点分野のプロジェクトに関する情報交換・相
互協⼒

●バイオコミュニティや宇宙関連産業などに関する重要政策等の情報共有・相互協⼒

2．産学連携のマッチング・スタートアップ企業の創出・⽀援
【マッチング】
●Hokkaido Innovation Week（宇宙ビジネスセミナー）の開催

【スタートアップ】
●北海道⼤学、あずさ監査法⼈、北海道、札幌市などとの共催にて、シンポジウム
「北海道発スタートアップの成⻑を加速させる取組み」を開催

●北⼤テックガレージ（HUTG）Summer Founders Programに参加する学⽣グループ
への⽀援補助

3．事業拠点・研究拠点の⽴地促進・情報発信
●BioJapan2023（横浜市）への出展
●ビジネスEXPO（札幌市）への出展
●北⼤R&BPセミナーin道東（NoMaps釧路・根室等との共催）

4．⽀援ネットワークの強化・拡⼤
●北⼤R&BP懇談会を開催
●北海道等との共催により、「産学官連携フォーラム」を開催

2023年度の主な事業活動

Letara(株) Floatmeal(株)

これまで蓄積されてきた北⼤Ｒ&ＢＰの基盤・機能を⽣かしながら、産学連携のマッチングやスタートアッ
プ企業の創出・⽀援などの事業を展開するとともに、2023年度は、第4ステージ第1章（2021〜2023年度）
の最終年度にあたり、次期（第4ステージ第2章）事業推進⽅針を策定

（科学技術振興機構（JST）委託）

ノーステック財団がHSFCとして担う役割

GAPファンドの応募・選考の実績（2021-2022年度）

2021(R3)年度の実績
●応募件数︓32課題
（北⼤︓17課題、共同機関︓15課題）

●選考件数︓13課題
（北⼤︓9課題、共同機関︓4課題）

2022(R4)年度の実績
●応募件数︓26課題
（北⼤︓17課題、共同機関︓9課題）

●選考件数︓17課題
（北⼤︓13課題、共同機関︓4課題）

GAPファンドからスタートアップ（SU）を着実に創出中

廃炉技術応⽤ダイヤモンド半導体

ウキクサの
サプライチェーン構築

会社名︓⼤熊ダイヤモンドデバイス(株)
創業（設⽴）︓2022年3⽉

会社名︓Floatmeal(株)
創業（設⽴）︓2023年5⽉

会社名︓(株)サイバコ
創業（設⽴）︓2023年5⽉

会社名︓(株)ｅｎ
創業（設⽴）︓2023年2⽉

サイエンスコミュニケーションで
⽣み出す社会との共創の場づくり

データサイエンスを
通じた社会貢献

環境負荷低減
メカノ有機合成

会社名︓(株)メカノクロス
創業（設⽴）︓2023年11⽉

これまで⼤学発スタートアップ創出に向けたプラットフォーム（HSFC）の共同機関として参画し、GAPファンドの
応募・選考やDemoDayの開催を実施してきた。 2023年度は国の政策強化に伴い制度の再構築（基⾦化）が⾏われ、
新たな募集に対して、今後のGAPファンドの仕組みやシーズ発掘・⽀援のあり⽅、財団が担う役割などの検討を⾏い、
HSFCとして申請し採択された。（2024年度より新事業として実施）

1．HSFC内の研究シーズの発掘および伴⾛⽀援
（1）伴⾛⽀援に伴う主な取り組み

財団内にシーズの発掘からGAPファンドへの申請や採択された研究開発
課題などへの伴⾛⽀援を⾏うエリアマネージャーを配置

（2）研究シーズの発掘に伴う主な取り組み
①キャラバンの開催（各⼤学・⾼専にて説明会を実施）
② GAPファンドの申請に向けた集合研修・個別相談会の開催

2．GAPファンドの運営
（1）新たなGAPファンドの概要

（2）研究成果発表会（仮称）の開催
研究成果の事業化を加速させることを⽬的に、VCなどとのマッチング
の場として開催

北海道未来創造スタートアップ育成相互⽀援ネットワーク
〈エイチフォース（HSFC）〉2021年度発⾜

【主幹機関】北海道⼤学
【共同機関】⼩樽商科⼤学、室蘭⼯業⼤学、北⾒⼯業⼤学、札幌医科⼤学、公⽴はこだて未来⼤学、

北海道情報⼤学、北海道科学⼤学、北海道医療⼤学、苫⼩牧⾼専、函館⾼専、
旭川⾼専、ノーステック財団

【協⼒機関】北海道教育⼤学、札幌市⽴⼤学、帯広畜産⼤学、藤⼥⼦⼤学、旭川医科⼤学、
公⽴千歳科学技術⼤学、酪農学園⼤学、北星学園⼤学、北海学園⼤学、函館⼤学、釧路⾼専ほか

19⼤学と4⾼専
※※⾚字︓2023年度に新たに参画した機関

ステップ２（スタートアップ組成枠）ステップ１（プレ⽀援枠）

概念実証・スタートアップ組成応⽤研究フェーズ
【概念実証】前半ではビジネスとしての可能性の評
価と実証（PoC）を⾏い、起業にあたってクリアに
すべき課題の解決を⽬指す。

【スタートアップ組成】後半ではこれら取組に加え、
⼤学等発SUの組成とVCが投資判断できるレベルに
向けて、PcCを継続して実施する。

基礎研究の成果について、
ビジネスとしての可能性を
評価できる段階まで引き上
げる。
※特別枠としてアグリ・フード
枠を設ける

定 義 ・
ね ら い

上限 6,000万円上限 500万円⽀ 援 額

採択決定から３年を上限採択決定から概ね１年間⽀援期間

年1回／10⽉頃公募予定年１回／6⽉頃に公募予定公募時期

大学発新産業創出プログラム（START）大学・エコシステム推進型

北大リサーチ＆ビジネスパーク（R&BP）推進支援事業
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コラボほっかいどうは、企業と⼤学の共同研究を促進するために、
産・学・官の研究施設が集積する北海道⼤学北キャンパスに設置さ
れた施設です。⼊居に関するお問合わせは、ノーステック財団総務
企画部までお願いいたします。

【⼊居条件】
1．産学官共同研究の企画・実施に係る事業
2．事業化に関する共同研究の実施に係る事業
3．上記に関連する事業を実施する、以下に掲げる産学官の者とする
① 産︓財団の会員および財団が認めた企業・団体など
② 学︓国公私⽴⼤学、短期⼤学、⾼等専⾨学校など
③ 官︓国公設試験研究機関、国、地⽅公共団体等の⾏政機関など

【分 野】
●⾷品・バイオ系、●⾷関連機器システム系、
●環境・リサイクル系、●住・⽣活関連系、
●健康・福祉系、●情報通信系

【そ の 他】
●駐⾞場︓有り（応相談）
●事業活動︓製品⽣産、出荷可能
●⾯積︓23.7〜103.5㎡
●設備︓ドラフトチャンバー付居室あり
●動物実験、遺伝⼦組換実験︓不可

【利⽤料⾦】
●2,589円／㎡／⽉
●電気⽔道料⾦の実費相当分

お問合せ先 ノーステック財団 総務企画部
TEL 011（708）6525

E‐mail  info@noastec.jp

⼤学と共同研究を⾏う企業に施設を貸与し、研究成果の実⽤化・事業化を⽀援した。
⽼朽化した設備の更新と建物の省エネ化に向けた改修を併せて実施し、ZEB認証（ZEB Ready）を取得した。

（⾃主）

⼊居状況
研究テーマ⼊居企業ルーム名

燃焼合成法による⾼機能材料の開発㈱燃焼合成Aルーム
薬液の⾎管外露出検知技術の開発ほか㈱メディカルプロジェクトBルーム

マイクロ流路を⽤いた化粧品等向けナノ粒⼦開発およびその製造技術の⾼度化開発ライラックファーマ㈱Cルーム・事業化スペース
北海道農産物及び⽔産物の⽣理機能性評価ジェネティックバイオラボ㈱（2023.11⽉〜）Dルーム

各種ダイヤモンド半導体素⼦の作製，その他周辺機器の開発⼤熊ダイヤモンドデバイス㈱（2023.5⽉〜）Eルーム
「最適な災害廃棄地物処理に耐えうる産業廃棄物処理システムの構築」に関する研究㈱吉成総合研究所Fルーム

インフルエンザの診断・予防治療法の開発㈱エヌビィー健康研究所（2024.2⽉〜）Hルーム
⾷品の機能性分析並びに⾷品⼯場の菌叢解析とデータベースの構築㈱クロックワーク北海道Iルーム

（9室・8企業 2024.3月現在）

施設の修繕

基準消費量の54％削減 ZEB Ready認証取得

（修繕費用：修繕積立金、札幌市ＺＥＢ、ＺＥＨ－Ｍ設計支援補助金）

済

2023年度に実施した修繕 済 2022年度以前に実施した修繕

コラボほっかいどう運営事業
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